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年次総会次第および議案
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5 5年にl互い歩みのfff-史の中で 入団者の減少と亘ろ初めての社会的現象の休

験に会って （令図的現象）今 その事実の認識のヒに立って思いますことは‘

該当年令者数とスカウト数の比較よりして，我々の啓蒙の努力の不足を痛感する

ことでありますが 4 その意味で 次年度は‘その七壌を結って‘開拓して行かね

ばならない年になりそうです。育成会に操せられましたその活動への課題であろ

うかと存じます．
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開会式

l, 開式のととば

2. 国総儀礼

3，讃歌 「衆会」

4，礼 持

5. 育成会長挨拶

6. 閉式のととば

そうした問題を抱えます中にあって．大きな力を与えて〈れましたのが．私の

ために．ご繁用の中盛大な祝賀の宴を催していただきました事に、家内共々感激

の涙に，そして家に帰りまして回想に耽ったことでございますが、その感激に加

えて 私にとっての更に大きな喜は 御来会いただきました諸先生からの宜費

と 大先輩であり 師でもある尾崎先生から頂きました 「 実によど 纏った団

だ．さすが小川先生の団ですね。歌も．司会も 運営も、キャンプファイヤーも

すばらしい スカウテイングをやっている団 ．！ として食費の御言葉をいただき

ました。それは、単なる儀礼的な招かれたものとしての質辞では無くて、日本連

盟の現状．府県連の現状をも伺い、そのことどもとも比較しての賛辞でございま

しただけに．こんな悦びを味え得たのも．その運営に支援下さいました育成会の

皆様と．スカウト教育の原点を担握し．それを展開してどれるスカウタ ー諸君の

お陰と手を合せたことでございます．こんな評価を受け得られましたことは‘荘、

は勿論、スカウター諸君も．育成会の皆様にも．夫々自己確認という大きな力に

なったことの喜びは．最高のものであろうかと存じます．
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団委員長挨拶

議長・副議長の選出

議長生会拶

記録係の任命

議案

l. 昭和61年度各隊活動、団行事報告。

2. 昭和61年度収支決算報告。

3, 昭和62年度顧問、育成会長、会計監査
の選出。名誉会員の推薦。

昭和62年度問委員並びK役務分担承認。

昭和62＆手度各隊指導者選任報告。

昭和62年度活動計画Kついて。

昭和62年度収支予算Kついて。

その他。
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吹いスカウト活動の中で．教えると言う思いあがりでスカウテイ ングをやっ

たことはありませんとは言ろものの．かなりの年を径てからの目ざめさせられた

事ですけれども．あくまでも、く共に道を歩むもの〉としての‘自分が自分を築

きあげる若者の集いがスカウトなのですから、その仲間の‘そして．その活動の

場を作り ．皆様の育成奉仕のお陰を背景にして、現場でスカウトと共に走り廻れ

ない老スカウターのもどかしさをも味いつつも．なさねばならない事だったの

だ．木当にこれでよかったのだなー と存じましたことです。ありがたいことで

した。厚〈御礼申しあげることでございます。
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閉会式

1. 閉式のζとば

2. 小川顧問の話し

3. 讃歌 「四弘誓願J

4.礼拝

5.国旗 儀 礼

6. 閉式のととば

スカウテイ ング、の何かを掴んでどれたスカウターの諸君が、後に続〈スカウト

の為に その指導に加え奉仕下さることを願望し‘また期待し ローパースカ

ウトにあってl±.その進学を拷え その進路も決定し精進されていることと思
いますと共に どうか よい年でありますようにと願いつつ築きあげられたこ

のよき伝統を受け伝えてどれる活動に期待するという そんな欣びを胸に．こん

次年度もよろし どと御願い致し ご挨拶といたなご挨拶の出来ますことを謝し

します．
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晩炊の 1量、育成会各位におか汽まレて 1 1却1連勝のことと、心よ
りお慶び由しあげます。 日鳴 38団の通営に H撃して、心と時間と

物資｛乙わたり、御協力を賜り厚くあ礼を串レあげます。

この 年間、各隊指草章者及ぴ団委員の皆様（こは、多大なる御奉仕

を l'• ただき、心より管謝串しょげるものです。

あ官室をもちまして、 LO月26日の上進式にあ、いて、ヌカウト一人

一人が・・矢”を射り、新な”道”を求めてよ進してく杓d ました。こ

れも皆様方のなみなみならぬ、御奉仕の賜と厚〈感謝申しょげます。

我田の現状を振りかえり見ます時、理想的な図通営がなされている

ごと司、大変ありがたいことです。しかし、いろし1ろな課題が山積

しています。その課題のーゥとして、各家涯でのヌカウト活動に対

する、 J11Z組方、考え方がいかほど理解されているのが疑問に君、うこ

とがしばしば感じ取れます。

スカウト活動がすべてでわないと思いますが 子供の「人格完成」

のよから考えますと ヌ力ウト活動 iこっきるのではない介。 l
（スカウト活動を御理解していただければ）

『私たち親（正 子供の幸せを願い”良き社会人・・と成るよう』

その為（こ、親（ま何をしなけれ（まならないか、御理解と御協力が必要

だと f号、います。

我守、男の子を1寺ゥ観として、お互いが研賛し会い、考え様ではあ
りませんか。 来年度には この擦な研賞会を是非とも発足させた

いと思います。その聞には、御出席方を今からお願いします。

もちろん、指導者の方守にも、ヌカウト ~JI！青の原点から再度研賛を

していただき、お互いが良い方向を見つけだし、良きスカウト達を

生み 育ていただきたく思います。

新米委員長が口［ま（まったいことを由しましたが、スカウト活動［ごつ

いて、－！重の危機感を感じている昨今です。

どうか、皆様方におかれましても、お忙しいとは存じますが、この

ボーイスカウ活動がより発展しますよう御理解と御協力くださいま

すことをあ、瀬い申し Lげます。

弥栄

昭和 61年 11用29日

Bil委員長 下坂紀一



~ 0)  匂を顧みて

〈 j 之ささ 0 ） 隊長〉

私はうさぎの隊長である ぷッなれば新米隊長である。昨年の今時分

スカウティングの右も左もやlらない私がいきなりカプ隊の隊長を仰せ

っかった。前年は団委員（野行委員）として勤めたけれど、その大部分

は妻が勤めを果たした。いわゆる一人 脚である。

隊長を仰せっかる前、 10月 10日から 1ボーイスカウト課程神奈川

第 48期生」としてウッドパソジ研修所に入所した。京都からは福永君

松本君と私の二人！他は関東の人達であった。四泊五日で午前 b時起床

午後リ時まで食事以外は課業の連続でスカウテイングに不副IIれの牲もあ

って債について行くのが精 A 杯、というより皆の足を引っばっていた。

しかし、あにはからんや唯 の個人賞の lスマートネス賞 iを戴いたり

楽しく勉強をさせて戴いたリこの研修所を終え帰宅したと主、疲れは

していたものの気持ちは充実していた。

そして、先に記したようにいきなり隊長を仰せっかったのである。こ

の研修所入所の御陰で、 ！この活動は人の為ではなく自分の為に行なっ

ている。 Iと感じていた矢先であった関係で、この申し出は有り難くも

あり、嬉しくもあったが、自分にこの大役が勤まるだろうか、団の皆様

にご迷惑がかかるのでは、と数日間考えたあげく I何事も実践」と OK 

した。

「青少年の健全育成」がきけばれ久しいが、私は田舎育ちの性か小さ

い頃から泥んこになって遊びまわったものである。そして、自然から学

ぶものも多かった合例えば、理科の中に出てくる f扇状地 j や「 角州

lにしても 泥山を作り＊を流すと l 扇状地 l が形成されていく様が、

〉〈 yドj留のとこんで 1］＜ を流すと＊溜の中に 角州 が形成されていく

様が遊びの中で自然に学べた，この御陰で教科書の中にこの事が出てき

ても何の違和感もなく頭に入った。 「めじろ取り」をして烏は決まった

時聞に決まった場所を通ること、ナイフにしても、 ［肥後の守」をポケ

ットに入れて遊びまわった御陰で刃物の危険なことも、その使い方も自

然に覚えた。

最近は、学年が違うと一緒に遊ぶという事が非常に少ないが、私達の

小きかった時は、上級生と遊ぶことが多く、そこから学んだことを下級

生に伝えるといった縦の繋がりがあった。これは何も懐古趣味で言って

いるのではなく、 「先人に学ぶ」という言葉がある如く、先人に学ばな

くて何の発展があろうかと思うからである。スカウトが、学校あるいは

社会に出て、同僚、友人と言った横の繋がりはともかく、親と子、先生

と生徒、上司と部下といった縦の繋がりはより重要である。ここで、誤

解があっては図るので付け加えると相互信頼に裏つけされた縦の繋がり

が重要である。友人といった横の繋がりは、嫌になれば付き合いをやめ

れば済むが、親と子、先生と生徒、上古！と部下といった縦の繋がりは、

嫌になったからと言ってやめられるものではない。やめれば即、自分自

身を捨てたのも同然である。こういう点で、スカウティングのパトロー

ルシステムは素晴しく、重要である。

さて、この」年の活動を顧みるとき、自分の力の無さに、また、知ら

ないうちに皆様にご迷惑をかけたこと、至らなかったこと、助けて戴い

たこと等々お詫び致しますとともにお礼申し上げます。” T HE  WO  

LYES  REUNIO  N’玄諦ジャンボリーにおいて、小 Jii先生の書

かれた I実践」を座右の銘として努力し、 「しかの隊長」になりたい。

カブ隊 隊長 王子竪子矛ロメ』
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昭和 61年度第 38国育成会 k針報告

自昭和 60年 10月 1日

歪昭和 61:lj: 9月 30日財政担当報告
奴 λ Q) 節 支 出 の 8B 
綾 裏 金 皆目 範 要 金 敏
団 積立準備金 750,000 登 録 費 298,900 

財政委員会

カブ新入隊者諸費用説明会2月

3月 各隊活動援助費修正予祭会議 国 備品勝入号｜当金 16,300 保 験 iヰ '.36, 72'.3 

l 0月 I司会計決算および予算案会議 緑化募金還付積立金 '.34,665 ハつ z 管 翠 貨 171,200 

緑化募金還付金 ユ'.3,680 国 行 事 費 55,500 

Iii り 金 60,000 fil; 鏡 ii 襲 l'.33,705 
以上、 iJないました。

入 回 鍔 貸 14,000 研 修 締 動 襲 117,030 

育成会費および年間行事費の納入は、毎月 5日に京都銀行ド鴨支店出町出張所にて 育 成 会 使 944,000 話 動 蟹 助 使 174,562 
年 間 行 事 貸 1,335,000 t-陵佑動蟹助貨 1,155,122 
内（古フ陵 18名） ( 488,000) 内（力 ）~量） ( 374,025) 

（事イ隊 27名｝ ( 604,000) (Jfl－イ隊） ( 499,097) 

前日までには各自の残高をお確かめのうえ

ご入金いただきますよう今後ともご↑!J，力をお願い申し上げます。

自動引洛になっております。

駅（シ：r隊工2名） ( 243,000) （ シニT隊 ） ( 252. 000) 
I 持 会 貨 266,000 ~ ( ~一際 ｝ 30,000) 

車t .IYJ 会 賓 63,000 慶 弔 費 16,640 

主主fl&_三きこ霊童および全下二 f間千二t弓塁手警警

T員 金 利 息 63,730 安 際 貸 27,210 

カ ブ ボーイ 勺ニ？ 雑 収 入 50,000 地区後援会 ~ 30,000 
来 収 金 104,500 事 1jj 安 111,480 
前年度繰鉱 金 622,778 会 厳 t 47,000 

回積立雄~ 金 1,050,000 

回備品購λ引当金 44,300 

育成会費(1今月分） 1 5 0 0円 i 5 () () F'i l 5 0 0 円

年間行事費(1ぅ円分） 2 0 0 0円 2 0 () 0円 I 500f1] 

ノ仁＇，、 計(1ヲ月分） :l 5 0 0円 3 5 0 0 円 3 () 0 0円

同 A 保護者で2名以上のスカウトがi'E籍するl括合、 2人円以 kl立、 緑化募金還付積立金 48,345 

'fr 替 金 エ04,500
＇（；（年度線経 金 ワ15,436

計 4,337,653 計 4.337 653 
[ J l 0 0 0円

育成会費を 50 0円搾除した額を納めていただきます。

ローハースカウトの保護者は維持会員となって維持会費月額

を車内めてくださっても結＋告です。 上i2Q)通り相違ないととを報告書tします．
昭和 61年 10J3 14日

；議回会計

昭私 61年度＠会計を監査した綜果重圧に処吾され

る－~ととをEめます．
監査人 l宅咽彦三
監査人 曲芸Fい号室乙志＼宝p

高橋美知代同会計



昭和 62年度宥伎会 .tat予算案

自昭和 61年 10月 1日

歪昭和 62年 9月 30日

取 入 の &II 支 出 の 都

鏑 要 金 自員 続 要 金 書員

λ 国 蕗 貨 16,000 蜜 録 費 300,000 

育 成 会 重量 1,0生生.000 保 験 科 40,000 

年 関 行 事貨 1,302,000 ＂つ z管理主 鍵 200,000 

内｛由フ隊 18名｝ ( 432, 000) 国 行 E事 E量 50,000 

(JI:ーイ隊 25名｝ ( 600,000) 箇 t詰 品 費 100,000 

駅 （シニT隊 15名 ） ( 270,000) 研修補助 費 120,000 

alt 持 会 質 200,000 活 勘 媛 llfJ瞥 500,000 

前年度 総経金 715,436 名隊括 Ii援助 費 1,332,000 

内（力フ隊） ( 432,000) 

（軍イ隊｝ ( 600,000) 

( :;:r隊） ( 270,000) 

訳（ 仔づ千載 ） 30,000) 

医 弔 貨 30,000 

きE 際 貨 40,000 

地区後 f霊会費 30,000 

会 議 E量 60,000 

事 E告 鍵 50,000 

印 時1 貸 70,000 

国 積立準備金 300,000 

予 備 貨 55. 436 

計 3,277,436 計 '.3,277,436 

尚 62年度登偉人数 lとより 修正予算をたてる場合が

あります．

高儀美知害図会計
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日召手口 62王手主藍 Bf}5霊長三l~ろ字嘩

61.11.29 

団 顧 問 Jll 玄 諦

育成会長 中 )II 恵、 造

団委員長 下 坂 紀

副団委員長 一一一一一一一

団 会 計 宅『司金「 ＋書 美知代

団 委 貝 担当

財政 出 口 主口主 子（c s) 

野行 西 キサ 泰 一行ーフ）

田井中 正 ｛言（CS) 入 失 1呆 十
ぷてミ7、 井 1言 也（BS）熊 谷 隆 品7"乙ニ 回 敏 夫

石 回 啓 輔（SS) 三条場 トシ子

南 宏、 子（RS)

進歩服部弘子(f-J) 松永秀子

健安平野和子（トJ) 宮川アツコ

組拡丹羽 武 (f-J)

河北智恵子

板谷洋子

指養西脇香代子(f-J) 末吉央｛自

会計監査 園田隆一 西山豊太郎

（団顧問，育成会長．会計監査は．総会当日選出する役務だが．ここには団委

員会での推薦者として掲載した〉

略字一野行→野営行事．健安→健康安全．組拡→組織拡張．指養→指導者養成

地区へは. 3月地区総会後は丹羽団委員が出向の予定。他に団から，中村三之

助．服部圭佐．榎本1言也の各氏がコミヴンヨナーの役務を担当しています。
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